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大学発研究開発型ベンチャーとして実証された「研究開発力」と「ベンチャー精神」、
そして数々の「初」の実績を基に事業を展開

*1ʿᴏ ᾉ ᶀ ˢ2005 Ⱳχ πʺᾝ∕ψӸΞ Ϭ► ˣ

ユーグレナ社の歩み -原点と挑戦

創業後成長と挑戦

研究開発
東京大学農学部発ベンチャー
(2005)

2005年12月に世界で初めて
微細藻類ユーグレナの屋外
大規模培養に成功*1

東京大学発ベンチャーとし
て初めて東証一部に上場
（2014年）

国内初のSAF・RDF製造実証
プラント完成（2018年）

ユーグレナ社の原点

זּ χ ֬Υ1998 τНрϽжДЄвϬ
ᾝ π χΚθϤτΰθֵ ﬞ

ϬᵔὨΰθΜʺρΜΞ ΜΤϣ Ộ

ֵ σ Ϭ ΰẐϛʺ
⇔ г˔ϽйЗρ ᵓΞʻ

ⱲʺϘι Ϝг˔ϽйЗχ
τ ῞ΰοΜσΤμθ
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微細藻類ユーグレナ  - 生物としての特徴とポテンシャル

素材としてのポテンシャル

有機肥料

ユーグレナ
エキスEX

ユーグレナ発酵
オイル

畜産 養殖

化粧品原料

飼料

肥料

培養土

食品原料

バイオ燃料原料
バイオジェット燃料

バイオディーゼル燃料

生物としての特徴

¸Ί› Ϭ“Ξ ρ
ΰοχ ρʺꜛ
τ ΨάρΥ ϥ
ρΰοχ

¸ ꜛ ОжЬкр
¸⇔ ϬⱱθσΜ
¸ τ ♦Ϭ
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タンク上部
から採光

石垣島ユーグレナの培養設備は、屋外培養プールから屋外培養タンクに進化
2005年以降、培養技術の改良・進化を重ね、低コスト化、スケールアップ、生産と品質の安定化を実現

ユーグレナ社の技術力  -石垣島ユーグレナ（食品用）の培養設備

2005年に世界で初めて
屋外大規模培養に成功した
当時の設備@石垣島

（現在もクロレラ培養に使用）

現在の食品用
屋外大規模培養設備
@石垣島



6

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

「独立栄養培養」×「従属栄養培養」=「光従属栄養培養」を実現

ユーグレナ社の技術力  - 微細藻類の培養方法

独立
栄養培養

従属
栄養培養

光従属
栄養培養

屋外培養タンク 屋内培養タンク屋外培養プール

培養難易度が高い 培養効率が高い

石垣島ユーグレナ
（食品用）

オーランチオ
キトリウム

生産性と栄養バランスの両立
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遺伝子変異導入やゲノム編集による高効率な品種改良技術と高速選別技術を確立

ユーグレナ社の技術力  -品種改良技術

有用品種の
高速選別技術

ピンポイント
なゲノム編集
技術

高効率な
遺伝子変異の
導入技術

ランダム性はあるものの、
作出株は即時産業利用が可能

各種規制対応が必要となるものの、
柔軟かつ緻密な有用株作出が可能

有用株の高速選別により、
各種品種改良を加速
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ユーグレナが含有する希少成分「パラミロン」には様々な機能性が期待される
パラミロンを含有する機能性表示食品を発売、お悩み解決型商品としてシニア層から支持

微細藻類ユーグレナ  -ヘルスケア素材としてのポテンシャル

*1:  χלρψʺ Ϥχ ήʺβμΦϤρΰθ ᶐϛχάρϬ◙β
*2:  ІЕйІρψʺ⌠ỘⱲχԁⱲ σϱжϱжḇʺừ ḇϬ◙β

「睡眠の質を改善 * ¹」＆「ストレス緩和 * ²」パラミロン

╖ֲʿ ╦ᶘԚ ᶘ ᴎ ԁễ
ОжЬкрχ ◓ 

ˢMarchessault&Deslandes, 1979)

¸ β-1,3-ϽиϸрρᾦωϦϥ Ӳχԁ πʺ
ユーグレナが生成する希少成分

¸ХиІϾϯ ∙ρΰοʺ ˑσ機能性が期待
される

¸「からだにユーグレナ 睡眠・
ストレスWサポート」
χלʾІЕйІτWπ

ΨʺΤϣιτг˔ϽйЗ χ
機能性表示食品

¸睡眠の質ˢ Ϥχ ήʺβμ
ΦϤρΰθ ᶐϛˣの改善Ϭ
ЂЪ˔Е

¸ χ▫ⱧϞᴪⱧӾⱪχ ϙ
τϢϥ一時的なイライラ感や
緊張感を和らげてᾕṓσ
ϬЂЪ˔Е
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ユーグレナはバイオ燃料原料生産において様々な優位性を有する
商業利用に向けたポテンシャルが高く、チャレンジングではあるがベンチャー精神で実現を目指す

微細藻類ユーグレナ  - バイオ燃料原料としてのポテンシャル

*1:  ⇔ г˔ϽйЗΥ τ βϥ♦ל
*2:  ▀  ʾӗ ộ ӗ ├ᴿ ♦╥ (https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trans_fat/t_kihon/fat_oil.html)

複数の培養方法にチャレンジ可能
¸ ֵ

¸ ֵ

細胞壁が無く、油脂抽出が容易
¸ χ ρ ϓο ЀІЕʾ ϵКиϻ˔π

♦ Υᴦ

SAF製造に適したワックスエステル*1を生成
¸ ϵКиϻ˔ʾ ► πSAF Υᴦ

脱脂藻体の多様な用途
¸ ♦ Ϭⱥ ʾ βϥάρπʺ

ЀІЕχ ᾚΥᴦ

1

2

3

4

ワックスエステル*1

（ユーグレナに含まれる油脂）
トリグリセリドの例*2

（一般的な植物油に含まれる油脂）

H2C O C

HC O C

H2C O C

O

O

O

酸素原子と二重結合
が多い

炭素鎖の長さが
ジェット燃料に近い

酸素原子
が少ない

CO2

ᾧᾧ

ᾛ

♦
ʾ

ṓ

►

両手法ともに炭素源
は大気中のCO2
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「バイオマスの5F」を起点に、 深化と探索の「両利きの経営」で事業を展開し、
パーパス「人と地球を健康にする」を目指す

「バイオマスの5F」と「両利きの経営」

深化 バイオマスの5F 探索

オーガニック成長×
研究開発×M&A

Μ

Food

（食料）

Fiber

（繊維）

Feed

（飼料）

Fertilizer

（肥料）

Fuel

（燃料）

‰Μ

重量単価
ヘルスケア事業 バイオ燃料事業

新規事業

研究開発×
パートナーシップ
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ユーグレナ社の歩み  - 創業期から現在までの収益推移

'05/9 '06/9 '07/9 '08/9 '09/9 '10/9 '11/9 '12/9 '13/9 14/9 '15/9 '16/9 '17/9 '18/9 '19/9 '20/9 '21/12 '22/12 '23/12 '24/12

オーガニック成長とM&Aで、
売上高・調整後EBITDAは
2023年度に過去最高値を更新

ˢ15ΤὮˣ

1Q-4Q
ˢ12уὮˣ

2012年12月
東証マザーズに上場

2014年12月
東証一部に上場

2005年8月
創業

通期予想

480億円

'1
8
/9

'1
9
/9

'2
0
/9

'2
1
/1

2

'2
2
/1

2

'2
3
/1

2

'2
4
/1

2

調整後EBITDA推移

22億円

(15ϸὮ)

通期予想

38億円
465億円
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「Sustainability First」のもと、サステナビリティを軸に様々な事業を展開
オーガニック成長、M&A、パートナーシップの組み合わせで、サステナブルな事業成長を目指す

ユーグレナ・グループの今

健康食品 化粧品

ヘルスケア事業

バイオインフォ
マティクス

ソーシャル
ビジネス

バイオ燃料事業 その他事業

サステナブル
アグリテック
（1次産業）
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バイオ燃料事業
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EUと英国で2025年よりSAF 2%導入が義務化。CORSIA*1や各国規制導入により、2030年に
向けて国内外のSAF需要拡大が加速化する見通し

*1:  Carbon Offsetting and Reduction Scheme for International Aviationˢ⁯∑ ḧ‚Ἃχθϛχϸ˔ЩрʾϷТЈАЕẉό⌡ᾚІϺ˔Эˣχ
*2:  IATAˮSustainable Aviation Fuel Fact Sheet˯ΣϢόICAO HPϬṁτ ⌠זּ

業界動向  -バイオ燃料市場の動向

8 23

90

229

346

449

2025 2030 2035 2040 2045 2050

世界のS A F需要の見通し * 2

ˢ KLˣ

¸ 2019 85%ϘπCO2 Ϭ⌡ᾚ

¸ 2024 Τϣꜛ︠ ֫ ˢ126Τ⁯Υ╥ᴥˣʺ2027 Τ

ϣ ICAOˢ⁯∑ ḧ‚ἋṐḩˣᴥ ⁯τᾖ

2025年から
EU・英国で
域内発着便に
2%導入義務

バイオ燃料導入に向けた各国方針

CORSIA*1

欧州 アジア 北米

¸ EU RED III

¸ ReFuel EU

¸

   Ҝ10%@2030 ˙

¸ Grand Challenge

¸ RFS/LCFS
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バイオ燃料製造に向けた商業プラント建設プロジェクトが進行中、
完成後に向けて原料生産の研究開発や原料・製品のトレーディング体制の構築を推進

ビジネスモデル  - 商業化後のイメージ

①原料調達/生産 ②製造 ③販売

国内ユーザー

ЄТЕ

原料仕入

原料生産

原料供給

商業プラント
（72.5万KL/年@マレーシア）

製品仕入

産業廃棄油等

微細藻類ユーグレナ等
のバイオマス

マレーシア 石垣島 横浜市鶴見

海外ユーザー/パートナー

15%シェアで年間10万KL規模
のトレーディング

国内ユーザーに
SAF/HVOを供給

市場価格や需給に応じて
海外でも機動的に販売

2030年までに技術確立、
2030年代前半に商業生産開始を目指す

製品輸入

製品販売
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日本のフロントランナーとして、原料開発と製造・供給を並行して推進
国産SAF初フライトの実現等を経て、実証製造フェーズは成功裏に終了。次は商業プラント建設と微細藻類
の大規模/低コスト培養技術確立に注力し、2030年台に微細藻類由来バイオ燃料の商業生産を目指す

商業化に向けた歩み

商業プラント

実証プラント

ὓᵊ ḁ

ḁΩ ⱢὨὓᵊ

ᴶ

2009 | 2010 | 2011 | 2012 | 2013 | 2014 | 2015 | 2016 | 2017 | 2018 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 2023 | 2024 | 2025 | 2026 | 2027 | 2028 | 2029 | 2030

ᾆẕ
ᵫ◐

HVO
ᵫ◐

SAF
ᵫ◐

NEDO
ƲǅǁƢǄƐƞƪ

ᾆẕ ᵫ
@ ᶀ

DeuSELƲǅǁƢǄƐƞƪπχ
ƶƪǄƾƷƢFAMEằẚ

ᾆẕ ᵫ
@ƵǀƖƢƗ

⁯ ᵰπχם ᾆẕ
ˢ₪ᵎʺ╣ ʺ ⁯ʺƘǃƪǄƮƢƗʺƠǁǃƱǄƗˣ

Ῥ

大規模培養研究

G20πχ
HVOằẚ

SAF
ƲƽƘƪ

実証供給 輸入品供給 商業供給

陸・海・空で
累計93件の供給

培
養

製
造

供
給

100%ƶƪǄƾƷƢ
HVOם ♯ᾓ

独立/従属栄養培養の二正面作戦で、
実証生産を通じて技術確立を目指す 微

細
藻
類
由
来
バ
イ
オ
燃
料
の
商
業
生
産
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Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2019 9Ὦṍ 2020 9Ὦṍ 2021 12Ὦṍ 2022 12Ὦṍ 2023 12Ὦṍ

陸・海・空の全領域でバイオ燃料供給先を拡大かつ多様化

実証フェーズ  -バイオ燃料供給先の拡大と多様化

*1:   βϥ χ ḰϞ   χ⌠ỘϬЂЪ˔Еβϥ χάρ

バイオ燃料供給実績

῝ כּ

ЌϽЩ˔Е*1

ϹЊзрІЌрЖ
̍ԁ ꜛ כּ

海

ἷ

НІ

陸

陸

ЕжАϼ

陸

ἷ

海

海

ФжϱЦ˔ЕЅϴАЕṐ

空

陸

כּ

陸

Ộ ЅϴАЕṐ

空

空

ХзЀФЌ˔

Ἃ 
МϱЖжрЕ

空

ϼй˔р累計93件

Ṑ

空

空

‚Ἃꜛ־
Ṑ

陸

陸

陸

כּ
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実証ステージを成功裏に終了し、2024年から商業化ステージへシフト
2030年に売上高300億円規模、調整後EBITDA 60億円相当の事業展開を目指す

*1:  › ᵓּזΤϣχ τϢϥ ԏ ˢ׃ Ɫ Ϭ15% ʺⱢỲ Ϭ ΨˣϱЮ˔Ѕ

2030年に向けた成長イメージ

中期方針

2023年 2030年～

売上高

300億円~

調整後EBITDA相当*1

60億円~

中期的な成長イメージ

サプライチェーンの構築

商業プラント建設@マレーシア

バイオ燃料原料用ユーグレナ生産の研究開発

実証プラントの稼働とバイオ燃料の実証供給

微細藻類由来バイオ燃料の商業生産

～2024

～2030

2030～



19

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

PETRONAS社・Enilive社と商業プラント建設に関する最終投資決定を完了
2024年9月に株主間契約締結も完了。2024年第4四半期中の合弁会社設立、2028年下期迄の稼働開始を目指す

商業プラント - プロジェクトの概要

PETRONAS社の
Pengerang Integrated 
Complex内に建設予定

プロジェクト計画概要

ὺ PETRONASּזχPengerang Integrated Complex (PIC)

Ый˔Єϯ χЅдШ˔и

SAFˢНϱϷЅϴАЕ ˣʺHVOˢⱳ НϱϷДϰ˔Љи ˣ
ΥΩ ᴟβϥϢΞ  ψТйϺЄУиτ

► ᾖ ► ↄϙ ʺ ♦ʺ χᴥῬτ Ξ ṏ ʺ
ṍ τψ ⇔ χ σςχНϱϷЫІᾖ

ᾖ 65 Ер/

Ω 12,500Нйи/ ˢ 72.5 KL/ ˣχНϱϷ

ФкЅϴϼЕỲᶛ 13ᴑ Жи

今後のスケジュール（予定）

2024 9Ὦ21

株主間契約の締結
2024 4◌ ṍ
合弁会社設立 クロージング日

当社コール
オプション期限

2028 ᴞṍ
運転開始

ẵ ộ
ϼзϯжрІ

ⱢỲזּ τ
9уὮχ ṍḧ

名目出資
5%持分

クロージング時出資は
持分5%を想定

追加出資で
持分15%を目指す

2024 7Ὦ26

最終投資決定
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当社シェアは最大15%、当社取扱量は年間約10万KL相当
収益ポテンシャルは売上高300億円規模、税引前利益60億円以上。クロージング時シェア5%に向けた資金
アレンジは、ほぼ完了。15%シェアに向けた資金アレンジも、エクイティ調達は想定せず

商業プラント - 合弁スキームの概要および当社の参画方針

Єϴϯ15% ˢזּ  :1* 10 KL/ ˣʺНϱϷ ᴣᶊ@300ד/Lʺ › ᵓּזχ ׃ 20%ӟ ʾ ΰ100%ʺ Ỵ“к˔р χⱢỲ ΰʺϬ
*2:  Ɫ τᴂαοẐϛϣϦϥⱢỲЀЬАЕЮрЕˢ Ɫ ẉό ằˣχ ᶛʻⱱ 15%ϒχ ᴥ Ɫτ σỲᶛψJVꜛ χ יּ╣ τϢϤ βϥᴦ ΚϤ

PETRONAS

Mobility

Lestari

Sdn. Bhd.

Euglena

Sustainable

Investment

Limited

(SPC)

親会社

出資主体企業

47.5-42.5% 47.5-42.5% 5-15%

マレーシアの合弁会社（JV）

当社の収益ポテンシャル * 1

¸ ‰ˢᾖ / Ей˔ДϰрϽˣ:

300億円/年規模

¸ ԏ ˢⱢỲ׃ ֲốϬ Ψˣ:

60億円/年以上 + トレーディング収益

シェア15%で
年間約10万KL

の取扱いを目指す

シェア15%確保に
向けて資金調達
アレンジを推進

当社ファイナンス方針

¸ 5%出資分（クロージング時、約65百万ドル*2）
Â Ṍ ⱢỲΤϣ50 ЖиϬSPCτ Ỳↄϙ
Â ▪ᶛψỴ“ πϯйрЅ

¸ 持分15%への追加出資分（必要金額未定*2）
Â SPCτϢϥזּ № ΣϢόJVꜛ χ
Ỵ“ּס τϢϥϯйрЅϬ

Â ᾝⱲ πψϵϼϱГϰ ψ δγ
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商業プラント稼働後の取引を見据えて、原料・製品トレーディングの体制構築を推進。前期は大
口のテスト取引を実施、今期は原料調達と国内販売の継続取引拡大に注力

商業化準備  -原料・製品トレーディング体制の強化

国内ユーザー/パートナー原料
仕入

原料
販売

製品
仕入 海外商社/ユーザー

製品
輸入

バイオ燃料製造者/商社

原料サプライヤー

原料トレーディング 製品トレーディング

▀Ộ ṏ

製品
販売

商業プラント完成後に
向けて徐々に規模を拡大

52 

849 869 

1,081 

118 
188 

306 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2023 2024

ˢ ˣד

売上高推移

ם ФжрЕ@ᴅ ◕ ᾋ
2024 1Ὦτᴶ

ỘФжрЕ@Ый˔Єϯ
2028 ᴞṍ τᴶ

原料・国内の継続
取引が順調に拡大

市況悪化で
大口取引は
一旦様子見

年産
125KL

年産
72.5万kL

当社取扱量は
15%シェアで
年間10万KL規模
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パートナーシップ構築によるHVO/SAFの供給網と継続利用の拡大を推進

東京都助成金を活用したHVOの継続供給案件を開始、香港EcoCeres社との連携で輸入HVO販売を拡大

商業化準備  - HVO/SAF普及に向けた国内パートナーシップ

*1:  Ằ ˮНϱϷ ᶨ τΣΪϥⱧỘᴟ ˯ⱧỘכ◦

国内供給パートナー

羽田空港におけるパートナーシップ

¸ SAF供給・販売の事業化に向けた
サプライチェーン構築の共同検討

¸ グリーンボンド（10億円）の発行

最大5万KL/年の
SAF供給体制の構築を目指す

助成金*1を活用した継続供給（~2026年3月）

S A F（バイオジェット燃料）H V O（次世代バイオディーゼル燃料）

国内外エアライン
@東京国際空港
（羽田空港）

Ἃ РиДрϽˢᶴˣ

¸ Torch Tower建設工事
（HVO100%）

¸ 巡回/観光バス
（HVO20%）

輸入HVOの供給が順調に拡大

海外調達パートナー

¸ 香港EcoCeres社と
日本でのSAF/HVO

の普及を基本合意
¸ 同社からの輸入

HVOで供給拡大
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独立/従属栄養培養の二正面作戦で、2030年までに大規模・低コスト培養技術の確立を目指す

2024年8月には、大規模生産技術開発を加速すべく、 PETRONAS Research社との包括的共同研究契約を締結

研究開発  - バイオ燃料原料用ユーグレナ生産の実用化

共同研究

熱帯バイオマス技術研究所

生産技術研究所

独立栄養培
養での研究
開発を継続

従属栄養培
養での研究
開発を強化

資源サーキュラー技術研究所

脱脂藻体の
飼料・肥料
活用の研究

当社独自の研究開発

光従属
栄養培養

肥料飼料

従属
栄養培養

＠インド
ネシア

＠三重

PETRONAS Research社と
包括的共同研究契約を締結
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ヘルスケア事業
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上場時、OEM中心だったビジネスモデルから直販中心のビジネスモデルへ転換

*1: 2012 ψ2011 10Ὦ~2012 9Ὦʺ2023 ψ2023 1Ὦ~2023 12Ὦ

ビジネスモデル  - 3つのチャネル展開

OEM・ODM
顧客企業群

大手流通・

食品メーカー

微細藻類

粉末原料

コラボ商品等

OEM・原料供給直販（BtoC） 流通（BtoB）

サプリメント&

化粧品食品&化粧品 食品&化粧品

⁯χ

︡ӌ

ˢ Ԛʾ

ˣ

ЖжАϽІЕϯʾ

ʾ

НжϵГϰ

ЄдАФ

ECЂϱЕזּ

ˮг˔ϽйЗʾϷржϱрЄдАФ˯

Ͻи˔ФᵓּזECЂϱЕʾ

80%

10%

3%
7%

OEM ζχ

3%
6%

77%

13%

2012年度：16億円

2023年度：414億円

グループ売上内訳*1

製造の一部工程または

全工程を担う

消費者

粉末受託製造
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サステナビリティ、ウェルエイジング、先進的市場創出の３領域をターゲットとして
複数ブランドを展開

ユーグレナ・グループの主力ブランド群

サステナビリティ

食
品

化
粧
品

からだにユーグレナ ザ・ケールひざサポート
コラーゲン

ウェルエイジング 先進的市場創出

C COFFEE

one akyrise コラリッチ CONC（コンク）epo
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22/3 22/9 23/3 23/9 24/3 24/9

紅麹問題を乗り越えて横ばいを維持、ユーグレナ社の2ブランドが成長トレンドへ

定期顧客数の推移

22/3 22/9 23/3 23/9 24/3 24/9

からだにユーグレナ（健康食品）

リンクルインジェク
ションが好調、定期顧
客数が1年で6倍に

CONC（化粧品）

'23/9 '23/12 '24/3 '24/6 '24/9

グループ定期顧客数

69万人

昨年から成長トレンドへ、
ブランドリニューアルで
更なる加速を目指す
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中期方針の推進により、2026年までにサステナブルな収益成長を可能とする事業基盤を構築
グループ収益の大黒柱として、2030年に売上高600億円、調整後EBITDA 90億円の達成を目指す

2030年に向けた成長イメージ

2023年 2026年 2030年～

中期方針 中期的な成長イメージ

売上高

600億円~

調整後EBITDA

90億円~

①収益構造の筋肉質化

②成長ブランドと
ファン顧客の育成

③メーカー機能
の強化

サステナブルな
収益成長

414億円

46億円
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全方位的な取り組みで利益率改善策を推進
分散ポートフォリオを活かして、広告投資も選択と集中で最適化を図る

*1:  ХиІϾϯⱧỘˢ  ׃ ΥӰσϥψάּזʾЂГϰІ ψ Ψˣχ ‰τ βϥ ˢῲ⁮ ӟᵰχ ˣχ
*2:  2024 ṍЦ˔І

中期方針と進捗  - ① 収益構造の筋肉質化

広告投資の選択と集中利益率の改善

¸ ᾫ ›ϞᶖὮ ṍ

τϢϥ ⌡ᾚ

¸Ɫ∙ Ϟ ︣ χ

ᾋ ΰ

¸ ʾ ₣ χᾋ ΰ

¸ Ϋ

¸ ṛ⅜ χ

ヘルスケア売上内訳*2

ᴟ

ζχ

直販広告内訳*2（キューサイ除く）

Ϸржϱр

ϷТжϱр

¸◕ ЕйрЖτᴂαοῲ⁮

ⱢϯкϾ˔ЄдрϬṐ

τЀрЕк˔и

¸ ⁫‏זּ χֲố

Ϝʺᴟ ϒχ ⱢЄТЕ

πΩ ᴟ

24.4%
23.0%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2023 2024

1.4pt改善

ヘルスケア販売変動費率*1

グループ横断で

利益率の改善施策

を推進

分散ポートフォリオ

で柔軟な広告運用
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からだにユーグレナは、豊富な栄養素という商品特性で、シニア世代と子育て世代に訴求
CONCは、流通展開・メディア露出・新商品投入で足元の好調な推移を後押し

中期方針と進捗  - ② 成長ブランドとファン顧客の育成

¸ 美容雑誌アワードを受賞

¸ バラエティ店舗での展開

を開始

C O N Cからだにユーグレナ

¸ 健康長寿や「食が細い」等の世代

ニーズにアピール

¸ 当社が得意とするオフライン広告

や同梱物でアプローチ

¸ 当社初の子供向け商品を発売、

子どもの栄養に悩む子育て世代

にアピール

¸ ドリンクやふりかけなど手軽に取

り入れやすい商品ラインアップ

シニア世代へのアプローチ

子育て世代へのアプローチ

ブランド認知向上

o n e

高価格帯ラインへ拡大

¸医薬部外品スキンケアシ

リーズ「ONEプレシャス」

o̧ne初の高価格帯ライン

アップ
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各種素材とのコラボレーションや小中学校へのアプローチにより、
当社独自素材であるユーグレナの食品素材としての認知向上を推進

中期方針と進捗  - ③ メーカー機能の強化

各種食材とのコラボレーション 小中学校へのアプローチ

企業へのアプローチ 有名TVCMの復刻

Ыиϱ πχ
ЪАФϯАФ

ḼỘ πχ
ЮИв˔ ằ

ẚ πχ
ЮИв˔ ằ

ᴬםᾓễע
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業績動向と中期展望
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FY2022

実績

FY2023

実績

FY2024

予想

その他事業

バイオ燃料事業

ヘルスケア事業

連結業績  - 売上高

444億円
480億円

465億円

2024年予想480億円

2023年に続き、

2024年も過去最高値

更新を目指す

3Q累計：353億円

進捗率：73%



34

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

FY2022

実績

FY2023

実績

FY2024

予想

FY2025

目標

調整後EBITDA 営業損益

連結業績  - 調整後EBITDA、営業損益

26億円

38億円

22億円

△35億円

△15億円

調整後EBITDAは

2024年予想38億円、

2025年も拡大を目指す

営業損益は

2025年黒字化を目指し、

2024年中の黒字化の

可能性も視野

2024年通期
黒字化の
可能性も視野

3Q累計：32.5億円

進捗率：85%



35

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

既存事業の成長と新たな売上の柱となるシーズの選択肢を確保

*1:  › ᵓּזΤϣχ τϢϥ ԏ ˢ׃ Ɫ Ϭ15% ʺⱢỲ Ϭ ΨˣϱЮ˔Ѕ

2030年度に向けた成長イメージ  - 事業ポートフォリオ

売上高600億円
調整後EBITDA 90億円+

売上高300億円
調整後EBITDA相当*1

60億円+

売上高

100億円
調整後EBITDA

10億円+

化
粧
品

健
康
食
品

商
業
化

新
規
事
業

ヘルスケア
事業

その他
事業

バイオ燃料
事業
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売上高で1,000億円規模、調整後EBITDAで160億円相当の

収益ポテンシャルを有する事業ポートフォリオ構築を目指す

:  2021 12Ὦṍψ15ΤὮχ Ὠ▄

2030年に向けた成長イメージ  - 売上高と調整後EBITDA

'1
8
/9

'1
9
/9

'2
0
/9

'2
1
/1

2

'2
2
/1

2

'2
3
/1

2

'2
4
/1

2

'3
0
/1

2

調整後EBITDA推移

売上高

1,000億円規模

160億円相当
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Q&A
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本日は、以下の順番で回答いたします

①事前にいただいたご質問への回答

②Q&Aへご入力いただいたご質問への回答

＜投資家の皆さまへのお願い＞

●重複したご質問に関しましては、まとめてご回答する場合がございます。
●なるべくすべてのご質問に回答をしたいと存じますが、お時間の都合上
回答が叶わない場合がございます。あらかじめご了承ください。

Q&Aの流れ
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事前にいただいたご質問

３社プロジェクトを発表した2022年冬から２年もの間、
株価が下がり続けています。古くからの株主は悲鳴をあ
げています。プライム上場企業として、株主のために本
気で株価を上げていくつもりはあるのでしょうか？
また、そのためには御社はどうあるべきだとお考えで
しょうか？経営者としての現状分析と今後の展望につい
てお聞かせください

以前、株価1,500円を実現すると明言していたが、株価対
策について教えてください

ᶴ꜠ḩἰ
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事前にいただいたご質問

証券会社による空売り状況は目に余ると考えておりますが、
今後の対応策等があればお聞かせください

出雲氏をはじめとする役員の方々の中で、保有しておられ
る全体の自社株に対して、貸株されているのは何割程にな
りますでしょうか？
把握しておられる範囲内で教えてください

現在、貸株注意喚起銘柄に指定されていますがさらに企業
として捜査申し入れの考えはありますか？機関売りがこれ
だけ多いと応援する個人投資家が報われません。

ᶴ꜠ḩἰ
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商業プラント計画の進捗発表で出来高は回復傾向にあるが、株価は低位推移
貸借倍率と株価に明確な相関は見られず、空売り増加は株価下落トレンドの主要因ではないもののと推察

株価・出来高と信用取引の推移

:  ¢24/12χᶴᴣʾ ‰ψ2024/12/12Ϙπχ ỡ

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

'2
2
/1

'2
2
/4

'2
2
/7

'2
2
/1

0

'2
3
/1

'2
3
/4

'2
3
/7

'2
3
/1

0

'2
4
/1

'2
4
/4

'2
4
/7

'2
4
/1

0

ˢ
ᶴ
ˣ

ˢ
ד
ˣ

Ὦⱳ ỡ ‰ Ὦⱳ ỡᶴᴣ

‘22/12 ỘФжрЕ
ὓᵊ

信用取引残の推移（週次）株価・出来高の推移（月次平均）

(400)

(300)

(200)

(100)

0

100

200

300

400

(3)

(2)

(1)

0

1

2

3

4

5

'2
2
/1

'2
2
/4

'2
2
/7

'2
2
/1

0

'2
3
/1

'2
3
/4

'2
3
/7

'2
3
/1

0

'2
4
/1

'2
4
/4

'2
4
/7

'2
4
/1

0

ˢ
ᶴ
ˣ

ˢ
ˣ

▪ ▪ סּ

‘24/7 ỘФжрЕ
Ω ⱢὨ

‘22/12 ỘФжрЕ
ὓᵊ

סּ 1 ᶤϦⱲ
Ϝᶴᴣψὸ

Ω ⱢὨ Υ
2023 τ



42

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

機関投資家比率の低下が、足元の株価下落トレンドの主要因の一つと推察
2023年下期より大型株・割安株・輸出株に投資資金が偏り、成長株・中小型株には厳しい市場環境が継続

株主構成と時価総額の推移

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

ˢ
˗

%
ˣ

ˢ
ᴑ
ד
ˣ

ᶴ︠ ˢ ˣ

ỡⱲᴣ ᶛˢᴑדˣ

⁯ Ỳ Ṑḩˢ%ˣ

ᵰ⁯ ˢ%ˣ

11.1%

3.5%

11.7万人

’21/6 SAFТжϱЕ

‘22/12 ỘФжрЕ
ὓᵊ

Ω ⱢὨ Υ
2023 τ



43

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

Q&A -事前にいただいたご質問

今後の配当予定について教えてください

ᶴ꜠ḩἰ
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Q&A -事前にいただいたご質問

事後交付型株式報酬制度及び従業員株式報酬制度につい
てです
株価が低迷したことにより、バイオ商業プラントの資金
に難儀している中で、あえて株価が希薄化する施策をと
るのか、また売上利益ともに株価に反映した結果が出て
いない中で、既存株主に不利益なるようなことをするの
は、どういう理由があるのでしょうか

ᶴ꜠ḩἰ
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Q&A -事前にいただいたご質問

元売り大手が2027年以降に相当量のSAFを国内で生産する
目標を掲げています。
あくまで目標ではあり、課題もあるとは思いますが、大手
の力で短期間で実現していくのではないかとみています
一方、現時点で微細藻類の大規模生産技術が確立されてい
ない状況において、日本市場での御社の優位性は何でしょ
うか？

SAFの需要の高まりもあり、大手を含め、コスモ石油堺製
油所には、大規模SAF製造プラントが建設中で、2025年初
頭に操業開始を見込んでいると聞きます。御社の現状と他
社との差別化はどこにあるのでしょうか。

НϱϷ ⱧỘ
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Q&A - 事前にいただいたご質問

マレーシアのプラント稼働は今から４年も先の話ですが、
小規模から少しづつ大きくしていくプラント建設はでき
ないものなのでしょうか？
始め小規模でも、本プロジェクト内でSAFやHOV生産を
始められないのでしょうか？

НϱϷ ⱧỘ
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Q&A -事前にいただいたご質問

８月の東洋経済新報社の記事で、出雲社長が「現時点で
藻を使ったバイオ燃料の商業生産が成功するかどうかは
半々だと思っている」とおっしゃっていました
これは今まで長期にわたり莫大な研究費をかけて続けて
きたことが、未だに全くビジネスに繋がらない可能性が
多分にあるのだと衝撃をもって受け取りましたが、社長
の真意はどのようなことでしょうか？

НϱϷ ⱧỘ
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Q&A -事前にいただいたご質問

EcoCeres社とSAFとHVOの普及促進に関する基本合意
書を締結されましたが、これに関する売り上げと利益の
想定はどのように考えておられますか？

すでにPRされている、「Torch Tower 」や「日の丸自動
車興業」へのバイオ燃料供給は、今期の売上、利益の増
加に大きく寄与すると期待できますでしょうか

НϱϷ ⱧỘ



49

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

Q&A -当日のご質問

「Q&A」にテキストでいただいたご質問
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補足資料：
2024年12月期第3四半期決算サマリー 
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*1: ỘԌ ʿ Ԍʺ ᾏϬ Ψ

会社概要

創業 2005年8月9日

本店 東京都港区芝5-29-11

資本金 163億556万円（2024年9月末時点）

社員数 *1 1,050名（連結）（2023年12月末時点）

グループ会社
連結子会社15社（うち、キューサイ・グループ4社、
海外合弁会社1社）（2024年9月末時点）

フィロソフィー Sustainability First（サステナビリティ・ファースト）

パーパス 人と地球を健康にする

上場市場 東京証券取引所プライム市場

証券コード 2931

株主数 116,817名（2024年6月末時点）
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*1:  ‰480ᴑדʺ ῇEBITDA 38ᴑדˢ2024 8Ὦ8 ῝ ˣ

2024年度業績  -売上高

2024年度3Q累計売上高

353億円
（通期予想*1進捗率 73% ）

概ね通期予想の範囲内で推移

サティス製薬の連結寄与が、

バイオ燃料の大口取引未実行や

子会社売却の影響をカバーし、

前年同期比では+3.5%増 2022

ם

2023

ם

2024

ם ̍

444億円
465億円

通期予想*1

480億円

24年3Q累計実績

353億円
23年3Q累計実績

341億円
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2022

ם

2023

ם

2024

ם ̍

*1:  ῇEBITDAψ זּ ꜛχ∞ ◙ ʻὓ▄꜠ψʺEBITDA(ְỘ χϦϭ˴׃ Ẁ ẉόᾚᴣ Ẁ )˴ Ỳ ˴ᶴ꜠ḩ ˴ ᴙⱢ▀ІГАФϯАФֲốᶛ
*2:  ‰480ᴑדʺ ῇEBITDA 38ᴑדˢ2024 8Ὦ8 ῝ ˣ

2024年度3Q累計調整後EBITDA *1

32.5億円
（通期予想*2進捗率 85%）

通期予想を上回るペースで進捗、

4Qに広告投資拡大を予定しており

通期予想は据え置き

サティス製薬の連結寄与、

広告投資コントロール、

収益性改善施策等により

前年同期比で+64%と大幅増加

26.5億円

通期予想*2

38億円

22.2億円
24年3Q累計実績

32.5億円

23年3Q累計実績
19.8億円

2024年度業績 -調整後EBITDA
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10,026 10,485 9,992
10,856 10,304

11,726
10,894

52

849
869

1,081

118

188
306759

634
415

467

732

581
42910,837

11,968
11,275

12,403

11,154

12,495
11,624

2,669 2,789 2,561
2,951

2,596 2,771 2,657

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2023 2024

グループ会社の株式売却等によりヘルスケア売上高は2Q比で減少するも、
ヘルスケア事業の販管費コントロールにより調整後EBITDAは増加傾向を維持

売上高 * 1

2024年度業績  -四半期売上高/調整後EBITDAの推移

*1:  ӱϽжТτ זּ ˢЈϽЮрЕḧ︡ԏ Ạχ∑τ ˣϬṜ∏ΰοΜσΜθϛʺ”ᶆЈϽЮрЕϬ›▄ΰθ ”ρ”›ὓ ”Υԁ ΰσΜ ›ΥΚϥ
*2:  ӱϽжТχῲ⁮ τ ψḯϘϦοΜσΜ

:  ӡψ ד

調整後 E B I T D A

ХиІϾϯⱧỘ
НϱϷ ⱧỘ

ζχ ⱧỘ
ῲ⁮ *2

ХиІϾϯⱧỘ
НϱϷ ⱧỘ

ζχ ⱧỘ
זּ

ῇEBITDA›ὓ

1,301

1,067

1,261 943

1,642 1,609
1,732

(147) (142) (85)
(310)

(124) (122) (89)

28 

(41)
(113)

(95)

(65) (100) (166)

(404) (389) (356)

(296)

(382) (337) (352)

777 

495 

708 

243 

1,071 1,051 
1,125 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2023 2024
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2022

ם

2023

ם

2024

ם

上半期に引き続き3Q累計でも

営業損益の黒字化を達成

サティス製薬連結化、

ヘルスケアの収益性改善

実証プラント費減少等により、

前期赤字から大幅改善

2024年度3Q累計営業利益

1.6億円

△34.6億円

△14.6億円

24年3Q累計実績

1.6億円

23年3Q累計実績
△9.6億円

2024年度業績 -営業損益
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▪χ2Q Ẁᶛ
1.7ᴑדϬᴥ▄ʺ

ζχ ẀᶛϬ™ὓ▄

χϦϭ□ Ỳᶛ ꜡ ᴦ Ɫ▀ ῇ

1,071 1,051 
1,125 

46 

302 

(102)

(40)

1Q 2Q 3Q 4Q

ῇEBITDA

ְỘ ˢ׃ ẉ ˣ

ְỘ ˢ׃ ẉ ῇˣ

サティス製薬連結化に伴う

会計処理（PPA*1）が完了し、

3Q累計で約6億円の償却費を計上

（うち約3.4億円は受注残で、

3Qで償却完了）

広告投資やOEM取引の

進捗次第では、営業損益の

通期黒字化の可能性も視野

*1:  PPAˢPurchase Price Allocationʿ︡ ᴣᶊ ˣψʺ ḼỘχ ἹⱢ▀ʾ ἹⱢ▀Ϭ ὫⱲ χ῝ ᴣ το ᴣΰʺ︡ ᾖᴣρχ₯ᶛϬχϦϭρΰοὓ βϥᵓὓ
*2:  ЂГϰІ ẉό Рв˔ГАϼ Ὣᴟτ Μὓ ΰθχϦϭχ2024/3 □ Ỳᶛψ 69ᴑדπʺ ẀṍḧτνΜοψ11 πὨ ʻ 2024/9 Ⱳ π︡ ᾖᴣχ꜡ ᴦ Ɫ▀
ˢ᾽ẁḩ Ɫ▀ʺ ▪ˣϒχ Υḁ ʻЗгЌ Ὣᴟτ ΞχϦϭˢ 35 ˣψʺ 2024/3ד Ⱳ πԁᶧ Ẁↄϙ

2024年度業績 -四半期営業損益の推移と見通し

Ὣᵫ◐Ⱳτ χ
▪‰πʺ τ Μ Ẁ

20年
償却

꜡ ᴦ Ɫ▀τἰϥ
ἣט Ỳ № Ϭ
ϽкІϯАФ

᾽ẁḩ
Ɫ▀

72億円

χϦϭ

19億円

▪

3.4億円

B
S
影
響
額

3Qで
償却完了

11年
償却

P
L
影
響
額

4Q以降は
約5.4億円/年
のペースで償却

4Q営業赤字の
想定だが、ヘル
スケアの進捗次
第では通期黒字
の可能性も残る

調整後EBITDA/営業損益の推移（2024年度） サティス製薬連結化に伴う会計処理*2

χϦϭ

69億円

遡及修正前 遡及修正後

2Q償却額 1.6ᴑד 3.1億円

3Q償却額 3.1億円

ṍ Ц˔Іπψ
ῲ⁮ Ɫᶈ τϢ
ϥ ᾚϬᾋ₅ϚΥʺ
ῲ⁮ ⱢϞOEM︡ԏ
χ ⱳ π

3Qτᶎ ΰθ ẀᶛϬʺ
2QְỘ τ׃ ẉ
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*1:  ῇEBITDAψ זּ ꜛχ∞ ◙ ʻὓ▄꜠ψʺEBITDA(ְỘ χϦϭ˴׃ Ẁ ẉόᾚᴣ Ẁ )˴ Ỳ ˴ᶴ꜠ḩ ˴ ᴙⱢ▀ІГАФϯАФֲốᶛ
:  Ṝψ ד Ϭ◌ּג᾿ ΰοṜ∏ΰοΜϥθϛʺὨ▄ Ṝ∏ ˢ ד Ϭ Ϥּגοˣρψԁ ΰσΜ › Ϥˢ χЧ˔ЅχЎа˔ЕʺГ˔УиχṜ∏ Ϝ ˣ

2024年度業績  -決算サマリー

営業利益は黒字を達成する一方、

バイオ燃料関連の助成金減少や

子会社の株式譲渡や不動産譲渡

に伴う特別損失等があり

経常損益/当期純損益はマイナス

ˢ ӡʿ ˣד

2023

3Q ὓם
2024

3Q ὓם ṍḧ

② -

売上高 34,080 35,274 +1,193

売上原価 10,582 10,616 +34

売上総利益 23,498 24,657 +1,159

╥―ʿ ׃ 69.0% 69.9% +1.0%

営業損益 ̚959 160 +1,119

ְỘᵰ ׃ 162 ̚192 ̚354

╥―ʿ Ỳ 441 99 ̚342

経常損益 ̚798 △32 +766

׃ 17 ̚737 ̚754

485 20 ̚464

親会社株主に帰属する
当期純損益 ̚1,264 △1,049 +215

調整後EBITDA*1 1,980 3,247 +1,267
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ˢ ˣד 1Q 2Q 3Q 4Q 合計 1Q 2Q
*4 3Q 合計 1Q 2Q

*4 3Q 合計 1Q 2Q 3Q 合計

売上高（新区分ベース） 10,837 11,968 11,275 12,403 46,483 11,154 12,495 11,624 35,274 4,770 6,225 5,406 16,401 6,384 6,269 6,218 18,872

8,244 8,347 8,201 8,360 33,152 8,287 8,208 8,132 24,627 2,485 2,590 2,597 7,672 5,802 5,619 5,535 16,955

891 987 953 1,173 4,004 854 915 949 2,718 271 264 301 836 583 651 649 1,882

 OEMʾᾖ ʾᵤᵰ 239 310 353 523 1,425 327 1,930 1,793 4,050 327 1,930 1,762 4,019 0 0 31 31

ζχ 1,463 2,324 1,767 2,347 7,902 1,687 1,441 750 3,878 1,687 1,441 746 3,874 0 0 3 4

 ᾖᴣ 2,996 4,028 3,558 4,126 14,708 3,130 4,085 3,401 10,616 2,002 2,945 2,270 7,217 1,128 1,140 1,131 3,399

 売上総利益 7,841 7,940 7,717 8,276 31,775 8,024 8,410 8,223 24,657 2,768 3,280 3,136 9,184 5,256 5,130 5,087 15,473

 72% 66% 68% 67% 68% 72% 67% 71% 70% 58% 53% 58% 56% 82% 82% 82% 82%

ˢ  ХиІϾϯⱧỘˣ 76% 74% 76% 74% 75% 76% 70% 74% 73% 65% 56% 64% 62% 82% 82% 82% 82%

 販売費及び一般管理費 8,017 8,524 7,916 8,782 33,239 7,722 8,512 8,264 24,497 3,198 4,050 3,691 10,940 4,523 4,461 4,573 13,558

5,157 5,362 4,966 5,485 20,970 4,967 5,161 4,927 15,055 1,761 2,013 1,771 5,545 3,206 3,148 3,156 9,510

ˢ  ῲ⁮ ) 2,669 2,789 2,561 2,951 10,970 2,596 2,771 2,657 8,024 983 1,130 933 3,046 1,613 1,640 1,724 4,978

Ὧ 1,176 1,249 1,341 1,505 5,271 1,141 1,445 1,500 4,085 651 951 888 2,490 491 494 611 1,596

Ḛ 1,397 1,610 1,321 1,429 5,756 1,433 1,682 1,624 4,739 621 880 846 2,347 812 802 777 2,392

ᾆẕᵫ 288 303 288 363 1,242 181 224 213 619 166 207 185 558 15 17 28 60

 営業損益 -176 -584 -199 -505 -1,465 302 -102 -40 160 -431 -770 -555 -1,756 733 668 514 1,916

 調整後EBITDA
*2 777 495 708 243 2,222 1,071 1,051 1,125 3,247 -191 -147 82 -256 1,262 1,198 1,043 3,504

 ְỘᵰ ׃ 65 56 41 -117 45 -36 -3 -153 -192 67 99 -71 95 -103 -102 -82 -287

ˢ  Ỳ ˣ 189 115 137 33 474 23 25 50 99 22 22 50 94 2 3 0 5

 経常損益 -111 -529 -158 -622 -1,420 266 -105 -193 -32 -363 -671 -626 -1,661 630 567 432 1,629

׃  30 -9 -3 -709 -691 -482 -303 49 -737 -482 -319 49 -752 0 16 0 16

 ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ ṍ ׃ -168 -746 -350 -1,389 -2,653 192 -519 -722 -1,049 na na na na na na na na

˲╥―◙ ˳

 ᾚᴣ Ẁ
*3 524 723 504 358 2,109 490 777 770 2,037 105 393 385 884 384 384 385 1,153

ˢ  M&Aḩ ˣ 365 360 360 360 1,444 360 611 610 1,581 48 299 298 646 312 312 312 935

 χϦϭ Ẁᶛ 212 212 212 212 847 246 244 244 734 103 100 100 304 143 143 143 430

連結合計

2023/12期 2024/12期

うちユーグレナ*1 うちキューサイ
連結合計

*1:  ὫPLΤϣϺв˔ЂϱʾϽи˔ФPLˢϺв˔ЂϱʾϽи˔Фρζχ Ͻи˔Фḧχ Ὣ ╙ ֳῇˣϬΏ ΰθỲᶛπʺϽи˔ФᵓּזPLϬḯϚ
*2:  ῇEBITDAψ זּ ꜛχ∞ ◙ ʻὓ▄꜠ψʺEBITDA(ְỘ χϦϭ˴׃ Ẁ ẉόᾚᴣ Ẁ ˣ˴ Ỳ ˴ᶴ꜠ḩ ˴ ᴙⱢ▀ІГАФϯАФֲốᶛ
*3:  ῇEBITDAχ▄ τ► ΰθỲᶛπΚϤʺ ὫϺаАЄвʾТк˔ὓ▄ χ ρψӰσϥ
*4:  ЂГϰІ ẉό Рв˔ГАϼ Ὣᴟτ Μὓ ΰθχϦϭχ꜡ ᴦ Ɫ▀ˢ᾽ẁḩ Ɫ▀ʺ ▪ˣϒχ Υ2024/3Qτḁ ʻ 2024/12ṍ2Qψ ẉ ῇχ Ⱬτ

業績推移サマリー - 連結損益計算書
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*1:  г˔ϽйЗּזχХиІϾϯⱧỘẉόϽи˔ФᵓּזχLIGUNAˢ2024 3Qӟ‭ψг˔ϽйЗּזτẊ › ˣʺ ╦ ▀ʺ ᵤг˔ϽйЗˢ2024 1Q ▄ˣχ›ὓ
*2:  Q-PartnersʺϺв˔ЂϱʺϺв˔ЂϱФкЍϼБʺϺв˔ЂϱТϮ˔Э ₢ʺCQЦрЎа˔Їˢ2024 1ὮẊ › τϢϤ ˣχ›ὓʻ ︡ԏ ╙ϬỸ ΰθθϛʺ ρ ӸΚϤ
*3:  ЂГϰІ ʺ Рв˔ГАϼʺЗгЌχ3ּזʻЂГϰІ ẉό Рв˔ГАϼψ2024/3 Ϭϙσΰ︡ ρΰο ὫᴟʺЗгЌψ2024/2 Ϭϙσΰ︡ ρΰο Ὣᴟ
*4:  ХиІϾϯⱧỘ χẶ ʺᶆХиІϾϯⱧỘ Ͻи˔Фḧχ Ὣ ╙ʺψάּזˢ2024/6 ᶴ꜠ ˣχ›ὓ

業績推移サマリー - セグメント別PL

2023/12ṍ 2024/12ṍ 2023/12ṍ

ˢ ˣד '23Q1 '23Q2 '23Q3 '23Q4 '24Q1 '24Q2 '24Q3

連結合計

‰ 10,837 11,968 11,275 12,403 46,483 11,154 12,495 11,624 35,274

ᾚ -10% 10% -6% 10% 5% -10% 12% -7% na

׃ 7,841 7,940 7,717 8,276 31,775 8,024 8,410 8,223 24,657

‰ 72% 66% 68% 67% 68% 72% 67% 71% 70%

ῇEBITDA 777 495 708 243 2,222 1,071 1,051 1,125 3,247

‰ 7% 4% 6% 2% 5% 10% 8% 10% 9%

ヘルスケア事業

‰ 10,026 10,485 9,992 10,856 41,359 10,304 11,726 10,894 32,924

ᾚ -11% 5% -5% 9% -1% -5% 14% -7% na

׃ 7,663 7,743 7,600 8,066 31,072 7,813 8,203 8,103 24,119

‰ 76% 74% 76% 74% 75% 76% 70% 74% 73%

ῇEBITDA 1,301 1,067 1,261 943 4,572 1,642 1,609 1,732 4,984

‰ 13% 10% 13% 9% 11% 16% 14% 16% 15%

バイオ燃料事業

‰ 52 849 869 1,081 2,852 118 188 306 612

ᾚ -44% 1530% 2% 24% 986% -89% 59% 63% na

׃ -1 34 22 80 135 19 41 58 117

‰ -2% 4% 3% 7% 5% 16% 22% 19% 19%

ῇEBITDA -147 -142 -85 -310 -684 -124 -122 -89 -335

Ỳ 79 57 97 0 233 0 0 0 0

その他事業

‰ 759 634 415 467 2,274 732 581 429 1,742

ᾚ 12% -17% -35% 13% -10% 57% -21% -26% na

׃ 180 163 95 132 569 192 165 64 420

‰ 24% 26% 23% 28% 25% 26% 28% 15% 24%

ῇEBITDA 28 -41 -113 -95 -222 -65 -100 -166 -331

‰ 4% -6% -27% -20% -10% -9% -17% -39% -19%

全社

‰ 0 0 -0 -2 -2 0 -0 -5 -5

׃ 0 0 -0 -2 -2 0 1 -1 1

ῇEBITDA -404 -389 -356 -296 -1,444 -382 -337 -352 -1,071

事業セグメント別内訳

2023/12ṍ 2024/12ṍ

ˢ ˣד '23Q1 '23Q2 '23Q3 '23Q4 '24Q1 '24Q2 '24Q3

ユーグレナ・ヘルスケア
*1

‰ 1,883 2,014 1,954 2,232 8,083 2,005 2,082 2,067 6,155

׃ 1,425 1,442 1,427 1,505 5,799 1,490 1,479 1,504 4,473

‰ 76% 72% 73% 67% 72% 74% 71% 73% 73%

ῇEBITDA 173 66 206 -19 428 251 28 224 503

‰ 9% 3% 11% -1% 5% 13% 1% 11% 8%

エポラ

‰ 951 901 932 1,023 3,807 869 847 881 2,597

׃ 738 722 718 785 2,963 673 670 676 2,020

‰ 78% 80% 77% 77% 78% 77% 79% 77% 78%

ῇEBITDA 4 -17 90 91 168 36 42 75 152

‰ 0% -2% 10% 9% 4% 4% 5% 9% 6%

MEJ

‰ 393 444 413 445 1,695 302 284 276 861

׃ 325 347 319 362 1,354 216 243 224 683

‰ 83% 78% 77% 81% 80% 72% 86% 81% 79%

ῇEBITDA 71 25 36 117 249 -7 14 72 79

‰ 18% 6% 9% 26% 15% -2% 5% 26% 9%

キューサイ・グループ *2

‰ 6,264 6,408 6,309 6,508 25,489 6,428 6,319 6,257 19,004

׃ 5,095 5,120 5,069 5,286 20,570 5,300 5,180 5,121 15,601

‰ 81% 80% 80% 81% 81% 82% 82% 82% 82%

ῇEBITDA 1,028 949 911 697 3,586 1,305 1,248 1,077 3,631

‰ 16% 15% 14% 11% 14% 20% 20% 17% 19%

サティス製薬・グループ
*3

‰      13 1,659 1,567 3,238

׃      -2 507 581 1,087

‰      -14% 31% 37% 34%

ῇEBITDA      -5 222 305 522

‰      -39% 13% 19% 16%

事業内共通・相殺、はこ社
*4

‰ 536 717 383 648 2,285 686 535 -153 1,069

׃ 79 112 67 128 386 136 124 -5 255

ῇEBITDA 25 44 18 57 142 62 55 -20 96

ヘルスケア事業内訳
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ˢ ˣד 2022/12 2023/3 2023/6 2023/9 2023/12 2024/3
*2

2024/6
*2 2024/9

 流動資産 19,694 26,225 24,560 24,791 24,431 29,438 29,196 29,408

ʹᾝỲẉό Ỳ 9,954 16,819 16,299 15,698 15,792 18,855 19,091 19,806

ʹ ᴙⱢ▀ 4,623 4,677 4,193 4,148 3,685 4,360 4,364 4,033

ʹζχ 5,117 4,729 4,069 4,944 4,954 6,223 5,741 5,570

 固定資産 37,581 37,049 36,257 35,664 35,188 44,279 43,494 42,180

ʹ Ἱᾧ Ɫ▀ 5,848 5,795 5,771 5,687 5,507 6,971 6,681 6,185

ʹ Ἱᾧ Ɫ▀ 30,023 29,489 28,771 28,284 27,764 35,879 35,085 34,243

ʹʹ( ʹχϦϭˣ 12,486 12,274 12,062 11,851 11,639 12,963 12,719 12,475

ʹʹ( ʹ᾽ẁḩ Ɫ▀ˣ 16,174 15,825 15,482 15,139 14,796 21,237 20,816 20,396

ʹ Ɫζχ χⱢ▀ 1,710 1,765 1,715 1,693 1,917 1,429 1,729 1,752

 総資産 57,276 63,274 60,817 60,455 59,619 73,717 72,690 71,588

 負債 37,922 40,808 39,082 39,011 39,405 42,819 41,422 40,835

ʹ № 12,277 10,787 10,275 10,338 12,271 13,038 12,278 12,152

ʹʹ( ʹ ṍּס Ỳ) 2,709 2,732 2,509 2,973 3,294 4,558 4,403 4,360

ʹᾧ № 25,645 30,021 28,807 28,672 27,133 29,782 29,143 28,683

ʹʹ( ʹ ṍּס Ỳ) 19,497 19,247 18,120 18,101 16,972 18,090 16,688 16,033

ʹʹ( ʹἣט Ỳ №) 5,330 5,159 5,071 4,955 4,857 6,230 6,037 6,230

ʹʹ( (№זּʹ - 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800 5,800 5,800

 純資産 19,354 22,466 21,736 21,444 20,215 30,898 31,269 30,753

ʹᶴ︠Ɫ 18,958 22,456 21,736 21,459 20,070 30,826 31,183 30,469

ʹʹʹ( ʹⱢ Ỳˣ 13,985 15,818 15,831 15,868 15,868 15,868 16,306 16,306

ʹʹʹ( ʹⱢ Ỳ) 13,316 15,149 15,162 15,199 15,199 16,419 16,857 16,857

ʹʹʹ( ʹ ׃ Ỳ) (8,309) (8,477) (9,223) (9,573) (10,962) (1,426) (1,945) (2,659)

ʹζχ 396 10 (0) (15) 144 72 86 284

  負債・純資産合計 57,276 63,274 60,817 60,455 59,619 73,717 72,690 71,588

*1:  ЂГϰІ ʺ Рв˔ГАϼʺЗгЌχ3ּזʻЂГϰІ ẉό Рв˔ГАϼψ2024/3 Ϭϙσΰ︡ ρΰο ὫᴟʺЗгЌψ2024/2 Ϭϙσΰ︡ ρΰο Ὣᴟ
   2024/3 Ⱳ χBSπψʺЂГϰІ Ͻи˔Фχ Ὣτ ΞχϦϭ6,914 □Ϭד Ỳᶛπὓ ʻ3Qτ︡ ᾖᴣχ Υḁ ΰʺχϦϭχỲᶛϬ1,899 τד

*2:  ЂГϰІ ẉό Рв˔ГАϼ Ὣᴟτ Μὓ ΰθχϦϭχ꜡ ᴦ Ɫ▀ˢ᾽ẁḩ Ɫ▀ʺ ▪ˣϒχ Υ2024/3Qτḁ ʻ 2024/3 ẉό2024/6 ψ ẉ ῇχ Ⱬτ

業績推移サマリー - 連結貸借対照表 サティス製薬G

連結化*1

サティス製薬Gの
取得原価の配分完了
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補足資料：
ユーグレナとその他の素材
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豊富な栄養素を手軽に摂取できる飲料・サプリメントを展開

食品ブランド  -「からだにユーグレナ」

3つのこだわり

3つのこだわり

味

59種類の豊富な栄養素を持つユーグレナを濃縮し
摂取しやすく飲み続けたくなる味に

食育経験豊富な管理栄養士監修のもと
石垣島ユーグレナを10億個以上/1日、1本に設計

地球に配慮している原材料を使用し、容器には
再生可能な紙、バイオマスインキ、プラスチック
を可能な限り採用

含有量

サステナビリティ
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バイオテクノロジーとサステナビリティファーストを体現したブランドを展開

ユーグレナ化粧品 -「NEcCO（ネッコ）」「CONC（コンク）」

*1:  г˔ϽйЗϵϺІʺᴥ ᵔг˔ϽйЗϵϺІʺг˔ϽйЗ •Ϸϱиʺ
ЬЖз⁫ϵϺІ

ד  :2* ʿОрЕϵϯ˗ЀЮЙϸ •ϵϺІׁ
זּꜛ  :3*

*4:  г˔ϽйЗΥ Ɫβϥ ṛ ⇔ Ϭ“ΞϱрГϽзϸиЎа˔ּזχ ꜛṪ Τϣ ϘϦθ
ЌЫЁ χ⇔ ϵϺІ  

*5:  ᴥ ᵔг˔ϽйЗϵϺІʺг˔ϽйЗϵϺІ

NEcCO CONC

¸4種のユーグレナ成分*1ρ • *2Ϭ ›

¸4 χг˔ϽйЗχΞκʺユーグレナ発酵オイルとミドリ麹
エキスは新たに研究開発された新成分πʺNEcCOΥ ›

¸ χ 1 1 Ϭ‰ τΰο῟ᴮϬӊ βϥάρπパッ
ケージボトルの重さを最大で50%削減*3ΰʺ Ⱳχḕẽ
ᴻϬ ᾚ

г˔ϽйЗ •Ϸϱи

ЬЖз⁫ϵϺІ

¸世界初のタマゴ由来細胞培養エキス「CELLAMENT®」*4χ
ᴟ◦כϬ αο

¸ τ σ217Ϝχ ԍ◓ϬϜνˮЈжЮрЕ˯ρ זּ
ꜛχ2 χг˔ϽйЗϵϺІ*5Ϭ ›

¸2023 6Ὦʺᶗ σノック注入型マイクロニードル美容液
ˮCONC зрϼи ϱрЅϴϼЄдр˯Ϭ

¸2024 1Ὦʺ ρρϜτ ϘϥϘν χ ϙτ ΰθϘ
ν ׁʺˮϯϱжАЄвУ˔ІЕЈжЭ˯Ϭ

ⱳ ϵϱЅрϽ ׁ
ІϺрϾϯϯϱГЭ

ЫϱϼкИ˔Жи ׁ
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石垣島で約50年にわたる培養実績を誇る国産素材ヤエヤマクロレラ、現在海外39カ国で販売

植物性プロテインを中心とする豊富な栄養素、CGF *1等の特徴的成分、デトックス、着色料等の様々な可能性を秘める

ヤエヤマクロレラ - 長年の培養実績と素材ポテンシャル

*1:  Chlorella Growth Factor
*2:  τḯϘϦϥЌрОϼלχֵ ᴣϬ ϯЬЛ▒χḯ Τϣ ᴣβϥ χάρπʺϯЬЛ▒χ ῟ ψḯ Υԁ σΜϯЬЛ▒τϢμοὨϘμοΰϘΞθϛԁ τІЀϯΥ100 τ

    ựΪϦωựΜϕςˮלχϢΜЌрОϼל˯ρσϥ
*3:  ASC ψʺḕẽρּזᵓτ ΰθ Κϥ π ▀ήϦθ ▀ Ϭ ρβϥ⁯∑ ʺMSC ψʺⱱ ᴦ πḕẽτ ΰθẫỘπᶍϣϦθ ▀ Ϭ ρβϥ⁯∑

ᾒ Ốᵊ

¸ ϯЬЛ▒ІЀϯ*2100ρΜΞΩ‰ ϬⱱνρρϜτʺЌрОϼ

ʺРЌЬрDʺל ▒ʺиГϱрʺϼккТϰиσςʺ σ

χֵ Ϭḯ

¸ ꜛχ ԍ◓πΚϥϼкйжϵϺІˢCGFˣϞʺϷ˔Е

ТϮЅ˔ᶨ ԍ◓πΚϥІЧиЬЅр χ σ Ϝḯ

¸ ϬẊ βϥДЕАϼІ῟ᴮΥ ⁮ήϦοΣϤʺ ᾆẕπזּ

ϜЫϱЀЕϺЄр ῟ᴮϬᶎ

¸ ᵦ ρσϥASC-MSCᵤ ˢ ˣ *3Ϭ︡

@ ᶀ

ᵊ

65%
13%

13%

4% 5% ЌрОϼל

ᴟ

ל♦

ϼккТϰи

βάχ ꜘ ψ ӗπβ

FUSARI
βϼкйжϵϺІ ›

╦
ϼкйж

ϼкйжχ
κΤϣ

ASC-MSCᵤ ˢ ˣ

クロレラの特徴 商品展開

⁯

ᵤᵰ

ϼкйжᾖ

Ờϼкйж

˴ ˑσ
OEM
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DHA*1を多く含む食品原料オーランチオキトリウムの商業生産体制を構築
屋内タンク培養で年間10トン以上の生産キャパシティを保有、食品原料の販売や受託培養・生産を開始

オーランチオキトリウム  - 商業生産体制の構築と素材ポテンシャル

*1:  ЖЀЂХϺЂϵр▒χ ʺ ḧτ σֵ πΚϥ ♦ ▒χԁνπʺ ḧχ π› άρΥπΦσΜθϛậᵒ Τϣ ︡βϥ ΥΚϥֵ
*2:  Ϭⱱθγᵤ χ Ṑ Ϭ ᵔʾẊ βϥ ⇔
*3:  Ẩ 7133306‹

¸ Μ☿ ρ ϢΜתṓχΚϥ

ậᵒ

¸ ϯйиϿр ᾖ∙ 28

τψ ᵺ

¸ ЂФзЮрЕʺЄ˔ЇИрϽʺ

Є˔Т˔Ж ∙ τᶨ

バイオ燃料素材の研究

¸ ♦Ϭ‰῟ π ʾ β

ϥάρΤϣʺНϱϷ ᾖ

ρΰοχᾆẕϜם☼

ῬϳИ ж˔ЮрχІ˔Ф

¸ жРзрЎвж *2τ βϥʺ ϬⱱθσΜ ⇔

¸ ♦ ▒「DHA」Ϭ τḯ ʻḕẽ χḢ ΤϣФж

рЕЦ˔ІχЄ˔Т˔Ж ∙ρΰοχᶨ Ϝṍ

¸ ʾӾ ʺὬ χל♦ ᴞʺ χṐ Υ ⁮ήϦ

οΜϥṆ 「アシルステリルグルコシド」Ϝḯ ˢ πזּ

ל Ẩ*3Ϭ ˣ

DHAのサステナブルな供給源として活用

ᾒ Ốᵊ ᵊ

食材への活用
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微細藻類以外の素材に関する研究開発にも取り組み、自社商品化・OEM供給を推進

*1   Ẩ 7252749‹

その他の取り扱い素材 

カラハリスイカ ミドリ麹 エルゴチオネイン

¸ ϯТзϸχϸжМз₳ τꜛ βϥϳзᴬ
χ

¸ ᶏῇ σ Ḛ ὯχϜρπ ψ ϥ
άρΥσΜ ∙

¸ Ṑ ᵵ ρΰο χ ϤϬϢΨβϥʺ
Ὤχ ϤϬϢΨβϥʺ Ό▒ᴟσςὲῴ
Ϟ τḩβϥ ϬϜν

¸ ∙Ṑ ρΰοᾆẕᵫ ϬὋ

特
徴

¸ ᾉχ ⁫ᴒπΚϥ ₈ ρẶ
ᵫ

¸ г˔ϽйЗϽжЄзІρ ⁫Τϣᵫ ΰθ
ꜛχꜛ ∙ρΰοˮЬЖз⁫˯ρ
ˢ Ẩ︡ *1ˣ

¸ ԁ σ⁫ρ ΰοˮ‰Μ• ᴣ˯Ϟ
ˮϵиЁЎϷКϱр‰ḯ ˯χ ϬϜν

¸ ᴍϬḯϭιϯЬЛ▒χԁ πếΜΌ▒ᴟ
⌠ ϬϜν ∙

¸ ˑΰήϬӲⱱβϥבֿ ΥЁЫχὲῴ π
ΚϥЈЂЬрχ 1,000 πΚϥάρΥ
זּ ₰Τϣ

¸ ϞΞν χ ᵠ τḩβϥ Υ
⁮ήϦοΜϥ

商
品

¸ ϸжМзІϱϸχκΤϣ
ˢκΤϣФкТϴАЄдЗиЄз˔Ї
ρΰο ΰΪτ ᵫˣ

¸ ϸжМзІϱϸχ⅝ זּꜛʺ
ΣϢόOEM χᾖ∙ ρΰ
οᶨ

¸ г˔ϽйЗχϙςϤ⁫
ˢг˔ϽйЗʾϷржϱрЄдАФ
το ˣ

¸ ϙςϤ⁫χκΤϣ
ˢκΤϣФкТϴАЄдЗи
Єз˔Їρΰο ΰΪτ ᵫˣ

¸ ΤΰάΜὲῴֵ ϵиЁЎ
ϷКϱрˢг˔ϽйЗʾϷржϱр
ЄдАФτο ˣ

¸ ˢΦχάˣχκΤϣ
ˢκΤϣФкТϴАЄдЗиЄз˔Ї
ρΰο ΰΪτ ᵫˣ
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各種素材とのコラボレーションや小中学校へのアプローチにより、
当社独自素材であるユーグレナの食品素材としての認知向上を推進

中期方針と進捗  - ③ メーカー機能の強化

各種食材とのコラボレーション

√ӂḇχσΜ
ж˔Юр

ϼ˔зАЄв
ˢLOTTEˣ

ЧбрϽϞΦζω
ˢϘϥΤ ˣ

小中学校へのアプローチ

ᶀ◕ 17Τ χ ᶘ ẚ τ⅜

ˢг˔ϽйЗχ ψ ˣ

ᶘ πχ ᴬםᾓễע

¸ḮӻϽи˔ФτοʺЪАФ

ϯАФІЕϯϬ π

ᵫ℗ˢợ♇ Ыиϱʺ

Ыиϱʺ ᴥЫиϱʺ

Ыиϱʺ ЯДϰˣ

ポップアップストア開催

*1:  ЄЍАϼІЀрЕжϼЕТ˔ЖЂ˔РІᶴ꜠ᵓּז

¸SCFּ1*זρẸỘΰ「ユーグレ

ナリッチ唐揚げ」ϬḮӻϽ

и˔Фʺк˔Е ʺ ⁯

約400店舗以上ˢ 2 ˣ

χḼỘʾᶘ χ π ằ

全国400店舗以上の企業・学校の食堂で提供
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補足資料：
ヘルスケア事業
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化粧品D2Cの新興企業から高く評価され、多数のヒットブランドも支援している企業グループ

サティス製薬グループ  - 企業概要

サティス製薬グループの特徴

¸ 「1人でも多くの女性に正しい綺麗を」Ϭ τἿΫʺ
ᴟ D2CУжрЖχ◦כτếϙϬⱱνODMḼỘ

¸ ᵫ ιΪπψσΨ‰Μ Ḽᵊ Ϭ ΰʺ
άϦϘπ800以上の新興ブランド立ち上げを支援

¸ 複数のヒットブランドを立ち上げ当初から継続的に
支援ΰοΦθם ΚϤ

¸ ᾆẕ ʾᵫ π 45 χ Ϭⱱκʺ化粧品に特化
した高い研究開発力を有する
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2024年2月、化粧品ODM事業を展開するサティス製薬グループが当社グループに参画

理念・文化における高い親和性と相互の機能補完性を軸に、グループ連携による成長とシナジー創出を目指す

サティス製薬グループ - グループ会社化の狙い

* 2023 χ ‰ʾ ῇEBITDAψᾝⱲ χᾋ₅ϙπʺϽи˔Ф ︡ԏˢг˔ϽйЗʾϽи˔ФρχṌ ︡ԏψ ΨˣϬ ẠΰḛӬ τ3ּזϬ Ὣΰθ ʻ

サティス製薬グループの業績推移と中期目標

86 87

16 16

2021 2022 2023

ˢᾋ₅ˣ

2024

ˢ ˣ

2028

ˢ ˣ

‰ ῇEBITDA ӡʿᴑד

大口先からの
受注減で
減少見込み

・ミッション
・理念

背景

今後の
方針/狙い

Å 人と地球をもっと綺麗に、ずっと綺麗に

Å 1人でも多くの女性に正しい綺麗を

・パーパス
・事業の軸

Å 人と地球を健康にする

Å 生涯続く健康の支援、環境配慮型の商品開発

Å ユーグレナの基礎研究力及び営業・マーケティング力、
サティス製薬グループの化粧品に特化した研究開発力
及び製品開発力のシナジー創出を狙う

Å ユーグレナと理念・文化的親和性が高い

Å 化粧品ODM事業を当社のヘルスケア事業における中核
事業として位置づける

Å 当社グループの更なる成長、及びヘルスケア事業に関
連するサステナブルな未来の共創を実現
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サティス製薬グループは、化粧品市場の中でも高い成長性が見込まれる
「D2C×スタートアップ・小規模企業」のセグメントに特化した独自のポジションを形成

ʿ ІжϱЖψϱЮ˔ЅπΚϤʺ᾽ẁḼỘχ ẉόЂГϰІ Ͻи˔Фχ Ϭ βϥϜχπψΚϤϘδϭ

サティス製薬グループ - 成長ポテンシャル

スタートアップ・小規模企業
ˢЂГϰІ Ͻи˔ФχЮϱр᾽ẁˣ

V ᾽ẁ ‰ʺ◕

V ḼᵊϬḯϚЕ˔Ќи◦כϞ
кАЕ ▀ ᴂΥ πΚϤʺ
ẵ›ᴦ σODMḼỘΥ σΜЈϽЮрЕ

᾽ẁˢD2Cᴟ ḼỘˣχ ‰

◕

ṛ

成熟企業・大規模企業

V Ы˔ϾАЕṛ ʺ

V ︠ ODMФйϱб˔ΥЌ˔ϿАЕ
ρβϥẵ›χ ΜЈϽЮрЕ

ᴟ D2Cブランド
スタートアップ
・小規模企業

ЂГϰІ Ͻи˔Фχ
Ы˔ϾАЕЪЅЄдр

ᾝ∕χ◕ ṛ

◕
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ユーグレナの研究開発部門や営業部門等の関連機能において緊密に連携
ユーグレナグループ企業とも連携し、相互シナジーと成長牽引を見込む

サティス製薬グループ  - ユーグレナグループとの連携イメージ

サティス製薬グループ
（開発・製造）

ユーグレナ
グループの
営業部門

ユーグレナグループ
のR&D・ODM

関連機能

D2C化粧品企業

化粧品事業を営む
グループ各社

顧
客

R&D ODM

連携

連携

ユーグレナのR&D・ODM関連機能は、サティス製薬グループと緊密に連携
サティス製薬グループは新規受注の強化も図る

多様なお客様への効率的なマーケティング、及び製品の良さを引き出し、

嘘、誇張をしない広告表現をともに検討

支援

マーケティング
ブランディング
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①55年の歴史と高い知名度、②TVCMやコールセンターの通販ノウハウ、③ヒット商品を生み出す
商品開発力を強みに通販主体で健康食品/化粧品を展開。主力3商品はトップクラスのシェアを誇る

キューサイの概要

*1ʿХиІϾϯ ӽτΣΜοʺϺв˔Ђϱψ2020 12Ὦṍם πʺг˔ϽйЗψ2020 9Ὦṍם π ꜘ
*2ʿг˔ϽйЗψХиІϾϯ ӽˢ ᴣ ὴ ⁮ χЈϽЮрЕᵫꜘτΣΪϥˮХиІϾϯⱧỘ˯ΤϣНϱϷϱр
Т϶ЫГϰϼІⱧỘʺ Ṫ ᾆẕʺЊ˔ЄаиРЅКІ Ϭ ΦˮХиІϾϯ ӽ˯ρ Ṱˣχ ῇ
EBITDAˢ =EBITDA˴ Ỳ ˴ᶴ꜠ḩ ˣЦ˔ІˢσΣʺЀ˔Ъй˔Еḩ ψḯϘγˣπṜ∏ʻ
EBITDA=ְỘ ᾚᴣ+׃ Ẁ +χϦϭ Ẁ π▄

*3ʿ2020 12Ὦ Ⱳ χὮⱳϯϼГϰУ᾽ẁ ˢ ṛ᾽ẁ ˴Ṍ ᾽ẁ ˣ

キューサイと当社のPL比較*1

売上高

EBITDA

129 

246 億円

億円

10 

36 
億円

億円

キューサイの強みとチャネル別/商品別売上構成

歴史と知名度 55年の歴史
¸ 健康食品/スキンケア通販業界における老舗企業

通販ノウハウ ¸ シニア層を中心に約38万人の通販顧客
¸ TVCMやコールセンター運用のノウハウを蓄積

商品開発力 ¸ 数々のヒット商品を生み出す商品開発体制

39%

38%

10%

13%

コラリッチ

ひざサポート
コラーゲン

ケール
青汁

その他

88%

9%

3%

チャネル別売上構成
（2020/12期）

商品別売上構成
（2020/12期）

*2

*3

BtoC（通販）

BtoB

その他

⁯▀Ͼ˔и
ˮЃʾϾ˔и˯

Ϸ˔иϱрмр
ᴟ

ˮЀжзАЎ˯
Ṑ ꜘ

ˮϋίЂЪ˔ЕЀж˔Ͽр˯
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2021年に119億円でキューサイの49％株式を取得し連結子会社化、
2023年8月以降に残り51%の株式を262億円以上で取得する権利を保有

ΥQ-PartnersτϢϥϺв˔Ђϱᶴ꜠χ︡זּ  :1* ḁ ῇΤϣ 1 ḧʺϺв˔Ђϱχ Ὣ◓ᵓּזᴟχθϛτ ρσϥ χQ-Partnersᶴ꜠ϬʺAPТϮрЖẉό ẰЈрЎвз˔Τϣ︡ πΦϥᾂ
*2:  CCBJH=ЀϸƋЀ˔ж ЩЕж˔ЇЅаОрШ˔иДϰрϽІᶴ꜠ᵓּז

キューサイ買収の概要 – 連結子会社化とその後の方針

Q-Partners
(SPCʿ ᵓּז)

100% (CCBJH*2から
の株式譲受)

約47% 約4%

当初の株式取得
(2021/2/1)

Ὣ◓ᵓּזᴟ

(2021/6/30)*2

Q’saiの株主構成

49%

12.84%
(30億円)

67.22%
(約157億円)

19.94%
(約47億円)

株式追加取得*1

(2021/5/17)

89ᴑדπ36.16%χ
ᶴ꜠Ϭ︡

Ỵ“
LBO ローン

(220億円)

APファンド及び東京センチュリーの保有株式に関するメカニズム

シナリオ１
株式譲渡完了
から2年半後
（2023年8月）

以降

シナリオ2

株式譲渡完了
から3年半後
（2024年8月）

以降

シナリオ３
株式譲渡完了
から4年後

（2025年2月）
以降

¸ コール・オプション
¸ APТϮрЖẉό ẰЈрЎвз˔

Υ βϥ οχQ-Partnersᶴ꜠
Ϭ Υ︡זּ βϥᾂ Ϭ βϥ

¸ ᴣᶛψʺ262ᴑדϬᴞᾢρΰ
ο“►Ⱳṍτᴂαο

¸ プット・オプション
¸ APТϮрЖẉό ẰЈрЎвз˔

Υ τזּ ΰοʺ βϥ οχ
Q-Partnersᶴ꜠Ϭ Ẁβϥᾂ Ϭ
βϥ

¸ Ϻв˔ЂϱχEBITDAΥ χ
Ϭ ΰοΜϥάρϬ Ὧτ“►
ήϦʺ ᴣᶊχ ᶛψʺ143-239

ᴑדχ ӤπϺв˔ЂϱχEBITDA

τᴂαο

¸ IPO等による第三者売却
¸ APТϮрЖẉόʺזּ ẰЈр

Ўвз˔χԁ ψ Υʺ
βϥQ-Partnersᶴ꜠Ϭ ὀΰο
τיּ╣ Ẁᴦ ρσϥˢ ˑσ︣
Ϭᾁ ˣ
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キューサイ連結子会社化の意義  - シナジーの創出

全世代の心身の健康を美食両面でサポート 両社の類似性/補完性を活かしたシナジーの創出

販売チャネル

商品
ラインナップ

健康食品 スキンケア 健康食品 スキンケア

バリュー
チェーン

物流、コールセンター、
システム等共通機能が類似

若年層顧客開拓
が進行中

シニア層中心対象顧客

ESG/SDGs領域での
取り組みなどによる
独自のブランディング

55年の歴史を持つ
老舗企業としての
安心/安全感

インフォマーシャル
による通販が中心

通販における
デジタルへの移行加速

通販からマルチチャネルへ移行中

ブランド

0歳 20歳 40歳 60歳 80歳

ІϺрϾϯ

ユ
ー
グ
レ
ナ

キ
ュ
ー
サ
イ

ẉόϺв˔Ђϱχזּ Д˔ЌϢϤ⌠

当社とキューサイは親和性と補完性が高く、事業連携やシナジーの可能性が大きい
→ 事業連携の強化により事業成長を加速化するべく連結子会社化を実施
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2021年の連結子会社化以降の経営改善を経て、2024年より再成長ステージへ

成長投資を拡大するとともに、引き続きグループシナジー創出に注力

キューサイグループ - 事業進捗

57 
43 36 38 35 36 

0

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2026

ˢ ˣ

ΞκƝƓƖơƘᾆẕ ‰ EBITDA

連結子会社化後の取り組み業績推移

ˢᴑדˣ
経営改善が完了、
再成長へ

コラリッチザ・ケールひざサポートコラーゲン

¸経営改善：ᶆ ☼├τϢϤῲ⁮ Ɫ῟ ʾLTVΥᵠ ΰʺ

ӗ τΰΪθⱧỘṁ Ϭ  ʻ₈ῇψECϞДЅЌи

Ы˔ϾГϰрϽχếᴟτ

¸ブランディング：ˮϳϴиϵϱЅрϽ◦כϸрОИ˔˯

ϒχ ḊτΰΪοᶆ ☼├Ϭם☼

¸グループシナジー：Ϻв˔ЂϱῬ ϒχ ӱḚτϢϥ

ЀІЕЄЗЅ˔Ϭםᾝ

連結子会社化

255257256
246250

275
期中に子会社売却

商品ポートフォリオ

¸ˮϯрЎϵϱЅрϽ˯πψσΨʺ⅞Ϭ︡ϥάρϬ‖ ΰ
σΥϣ`δϬםᾝβϥ「ウェルエイジング」ϬЀрЈФ
Еρΰθ Ἢ
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補足資料：
バイオ燃料事業
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バイオ燃料とは

生物由来の原料を利用して製造される燃料で、バイオマス原料は成長過程で光合成によって
大気中のCO₂を吸収するため、燃焼時のCO₂排出量はプラスマイナスゼロになる

CO₂

化石燃料

CO₂

サステオ サステオ

CO₂の排出

バイオ燃料
CO₂の吸収

CO₂の排出

地中

大気中
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・食料との競合
・森林破壊

植物由来
産業廃棄油

（使用済食用油）

藻類
(ユーグレナ等)

ˁ

・現在世界中で主流
・有限であり、将来的に
不足する可能性

・コスト、生産量に課題
・今後の技術開発により
将来的に安定大量培養を
目指す

ユーグレナ社が選択していく持続可能なバイオマス原料

その他
サステナブル原料

食料との競合や森林破壊等の問題を起こさない持続可能なバイオマス原料を使用

食料と競合しないバイオ燃料の原料について
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実証フェーズの目標が成功裏に達成できたことを踏まえ、商業化フェーズへの移行を決定

実証プラントの稼働を2024年1月末で終了*1。今後は商業プラント建設、サプライチェーン構築や研究開発に注力
するとともに、国内外パートナーとの連携によりバイオ燃料販売の更なる拡大を目指す

商業化フェーズへの移行 - バイオ燃料実証プラントの稼働終了

ם  :1* ФжрЕψʺ ᾉχḼỘ ├ˮЈйϼЕ  100˯ΣϢόᴅ ◕ˮᴅ ◕ḼỘ ӽ τΣΪϥ◦כ τḩβϥ ˢḼỘ ˣ˯χ◦כ
ⱧỘτ ήϦοΣϤʺ ʾὺ ʾ ϒχ Ɫᶛτ βϥ Ỳʺ ότ ▀︡ ʾᾧ Ɫ▀ ʾ ◕ὓᵊ χὖᾚ χ◦כϬ ΪοΣϤϘβʻ ʺψזּ τΣΜο ם Ф
жрЕχᴶ ṍḧϬ10 ḧρβϥὓᵊπ Ϭ ΪοΣϤϘΰθΥʺ₈ ʺὓᵊṍḧ τ μο ם ФжрЕχᴶ ϬὨ ΰʺ ꜛⱵ ρχẸṳχὫᴮʺάϦϘπτ ΰθ
Ỳẉόὖᾚ ᶛρΰο 500 ˢὊᵃṍḧτἰϥᴥ▄ỲϬḯϚˣϬד ḥβϥ ρΰϘΰθʻ

¸ Ый˔Єϯ ỘФжрЕχ設計・建設や運用体制の構築
¸ ⁯ ᵰО˔ЕЗ˔ρ ὀΰθバイオ燃料の販売拡大や
サプライチェーンの構築

¸ НϱϷ ᾖ χバイオマス生産・利用に関する研究
開発

実証プラント稼働終了の背景 商業化フェーズにおける注力領域

¸ 陸・海・空の全領域への供給を
実現、安定製造・供給体制も確
立しʺ Ϭ

¸ ⁯ τΣΪϥНϱϷ ẉІ
Г˔ЅΥὋ Ϟ ᶈ
ϒρ βϥ ʺИ˔Їχ ᴟ
τᴂΠϥθϛ実証プラントの稼
働終了を決定

業績への影響

2023 χỘ ֲố
¸581百万円の特別損失を計上

Ỳχ ḥ ˴ Ṇ ϒχיּ Ỳ *1 

2025 ӟ‭χỘ ֲốˢ2022 ˣ
¸営業損益4億円、調整後EBITDA3億円程度改善見込み
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補足資料：
その他事業、ESG
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その他事業 

サステナブルアグリテック バイオインフォマティクス ソーシャルビジネス

¸ὲῴзІϼʾ χӹל ἱΰρ χ
и˔Бχ300‮ ӟ Ϭᵔ πΦϥӹ ◓
ᵔ Ђ˔РІϬ ằ

遺伝子解析サービス

¸ӹ ◓ᵔ ὫᴮϬӺ Ṑḩʺὲῴ ›ʺ
ТϰАЕКІʺ ϼзИАϼ τ
ὀπΦϥЂ˔РІˢGeneLinkˣϬ ằ

遺伝子解析結果の活用

¸НрϽжДЄвχ Υ Ϭ⅝ ΰʺ
τ βϥФкЅϴϼЕ

¸⁯∑ṐḩˢWFPʺIFADˣρχỘ ὀτϢ
Ϥʺˮ ФкЅϴϼЕ˯Ϭᴥ ᴟ

ユーグレナ
GENKIプログラム

¸НрϽжДЄвχ◓ςϜθκϒг˔ϽйЗ
ϼАϺ˔Ϭ π ΪϥФкϽжЭϬ ᵫ

¸2014 ᵫ◐ʺ ψ ὓ1,500 Ϭ

緑豆プロジェクト/

国際機関連携

研究開発

大協肥糧

¸未利用バイオマス資源の活用
Ͻи˔Ф ᵰχ НϱϷЫІⱢᾛ
ˢ ṏʾкІΰοΜϥ ∙ˣϬ ϛʺ
ʾⱥ ϒχ Ϭᾆẕ

¸自社素材の商業化
Ϭ ΜθṐ ʾⱥ χᾆẕ

新規事業領域として肥料、遺伝子解析、ソーシャルビジネスなど3つの事業を展開

¸ᴪ Ὓהˢה∂ ˣΤϣФк ᴪˢ Ộ
ˣϘπ ῲΜ᾽ẁ ρ Ϭ βϥ
Ṑ Ю˔ϸ˔ˢ21 12Ὦ╥ᵊˣ
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FTSE Blossom Japan Indexに２年連続で選定、第25回物流環境大賞の特別賞を受賞

*1:  Government Pension Investment Fundˢ Ỳ ỲḚ ֫ “ ˣχ

サステナビリティに関する取り組み  

サステナブル配送プロジェクト

お客様 ユーグレナ 佐川急便

ECサイト

バイオ燃料

トラック

1000円/口
ご賛同（購入）

1000円/口拠出

ユーグレナ入り商品の配送

1000円/

口
拠出

サステオ供給
3口（3000円分）

お客様

₪ ẍ ρẶ π“μοΦθˮЂІГЗУи ФкЅϴϼЕ˯Υ
第25回物流環境大賞の特別賞を受賞

¸ GPIF*1ΥESG ⱢχЦрЎЫ˔ϼρΰο⅜ βϥ
FTSE Blossom Japan Indexに2年連続で選定

FTSE Blossom Japan Index 銘柄に再選定

¸ ˮЂІГЗУи ФкЅϴϼЕ˯χ
▫ ϙϬᴅ ᵫΰθЕжϱϯІкр ᵓ
χ χ︡Ϥ ϙπ

GENKIプログラム10周年イベントを両国で開催

¸ GENKIФкϽжЭ10 Ṝ ϱЦрЕϬ ρНрϽж
ДЄвχ ⁯πᵫ℗
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その他事業
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グループ第3の事業の柱として、飼料・肥料領域の研究開発や事業開発を推進
2030年に売上高100億円、調整後EBITDA 10億円規模の事業への育成を目指す

サステナブルアグリテック事業

脱脂操体や未利用資源を、肥料や飼料として活用する
研究開発や事業を展開

事業ポートフォリオ

肥料領域飼料領域

研
究
開
発

事
業
開
発

г˔ϽйЗⱥ ẉό ♦
χᾆẕ

ⱢᾛϬ
ᾖ σς

τ Ḋ

▀ʾ ▀ ӽπ
ᵫ

Ẹ π Ṑ χ
ʾ

2023年 2030年～

売上高

100億円~

調整後EBITDA

10億円~

中期的な成長イメージ

新商品の開発、M&A、他事業との
シナジーを軸に事業拡大を狙う



87

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

’14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21 '22 '23 ’24

バングラデシュにおけるユーグレナGENKIプログラムが10周年
現地の子供たちへのユーグレナクッキーの配付数は累計1,897万食を突破

ソーシャルビジネス

日本とバングラデシュの両国で開催

G E N K Iプログラム1 0周年式典

2014年4月開始

1,897万食

（2024年9月末時点）

クッキー配布枚数（累計）
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